
＜経営総合学科＞（認定課程：高等学校教諭一種免許（商業））

（１）各段階における到達目標 （２）履修モデル

年次 時期

年次 時期 科目区分 必要事項 科目名称

経営学入門 情報スキル入門

会計学入門 健康科学

簿記原理 英語スキルⅠ

経済学基礎

法学基礎

経営総合 英語スキルⅡ

経営組織論 情報スキル活用

簿記入門 日本の憲法

上級簿記論

工業簿記論

マクロ経済学入門

民法

情報と社会

1 ＡＢＣ 教職概論 マーケティング論Ａ スポーツA 入門ゼミナールA

2 Ａ 教育史 株式会社会計論

原価計算論

経営分析入門

財務会計論Ａ（制度）

IT戦略と情報システム

情報処理入門

ビジネス英語入門Ａ（導入）

2 Ａ 教育原論 金融論 入門ゼミナールB

2 Ｂ 教育心理 財務会計論Ｂ（連結） ビジネス英語入門B（発展）

3 Ｄ 教育方法論 プログラミング入門

データ構造とデータベース

マーケティング論Ｂ

3 Ａ 教育課程総論 広告論 インターシップA

3 Ｂ 商業科教育法Ⅰ 投資決定論 インターシップB

3 Ｃ 特別活動 電子社会と法

4 ＡＣ 生徒指導・進路指導

2 Ｃ 教育行政学 国際経営論

3 Ｂ 商業科教育法Ⅱ 消費者行動論

4 Ｂ 学校教育相談 管理会計論

国際経済学

ネットワーク活用

職業指導

2 Ｃ 学校経営論

6
教職実践演習（中・
高）

集中 5 教育実習

具体的な科目名称

教職に関する科目
教科に関する科目

教科又は教職
に関する科目

施行規則第６６
条の６に関する

科目

その他教職課
程に関連のあ

る科目

春学期

・教科に関する科目では、経営学入門、会計学入門、経済学基礎など、ビジネスに関する基礎およびそれに関連する社会経済、法規、簿
記の内容を学習させ、ビジネス活動全体を理解する基礎的な能力を育てる。
・オリエンテーション等で教職課程の授業について知る。６６条の６に定める科目の履修を開始する。

春
学
期秋学期

・教科に関する科目では、経営総合、簿記入門、情報と社会など、社会のなかでのビジネス活動のより詳細な構造を理解する能力と、簿
記に関する技能を育てる。
・ボランティア等教職につながる活動に積極的に取り組む。６６条の６に定める科目を履修する。

履修年次

到達目標 履修年次

１年次

２年次

春学期
・教科に関する科目では、マーケティング論Ａ、財務会計論Ａ、IT戦略と情報システムなど、マーケティング等の個別専門的なビジネス活
動の内容、企業会計の制度、ビジネスに関する情報管理、情報処理技術を学習させ、ビジネスに活用するための基本的能力を育てる。
・教職概論などの教職についての基礎理論を学び、教職課程の心構えをつくる。６６条の６に定める科目の履修を完了する。

秋学期

・教科に関する科目では、財務会計論Ｂ（連結）、金融論、データ構造とデータベースなど、会計・情報処理の個別専門的な応用技能を中
心に、個々の学生に応じた専門性の育成を行い、ビジネスに対応する実践的能力を育てる。
・教育原論などにより教育の意義・方法についての基礎理論を学ぶ。

３年次

春学期

４年次

・教科に関する科目では、広告論、投資決定論、電子社会と法を通じて、広告、投資、情報社会での法規を学習させ、専門のゼミを始めと
した専門教育も通して、ビジネス活動に必要な応用能力を育てる。
・商業科教育法Ⅰを中心に指導の内容と方法についての理解を深める。

秋学期

・教科に関する科目では、消費者行動論、国際経営論、管理会計論など、商品と流通、グローバルビジネスに関する基礎的・基本的な知
識と、管理会計やネットワークを活用する知識・技能を学習させ、流通や国際ビジネスに対応する能力を育てる。
・商業科教育法Ⅱを中心に指導の内容と方法についての理解を深め、教育実習の準備をする。

４年次

春学期

・専門教育を通して、商業の各分野に関する知識と技術を総合的に習得させ、ビジネス活動を合理的に行う能力を育てる。その過程で、
教科に関する科目を振り返り、教職に必要な素養を拡充する。
・教育実習に臨み、学校現場の実践から学ぶ。

秋学期
・卒業研究を通じて各分野の総仕上げを行うとともに、教科に関する科目で履修した内容を再確認し、教育現場に臨む準備を仕上げる。
・教職実践演習等を通じて、教職履修の総仕上げを行う。

春
学
期

秋
学
期

１年次

秋
学
期

２年次

春
学
期

秋
学
期

３年次

春
学
期

秋
学
期




